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局地的豪雨をもたらした梅雨が明けた途端、毎日気温が35度以上となる猛暑が続き、全国各地での熱中症の症状で病院への搬送、また、相次ぐ水の事故なども報道されています。そのなかで、7月23日にバイコヌール宇宙基地から打ち上げられたソユーズ宇宙船が国際宇宙ステーションとのドッキングに成功し、10人目の日本人宇宙飛行士「中年の星」が誕生しました。また、2020年東京五輪・パラリンピックの大会の象徴となる「大会エンブレム」が24日発表され、5年後の本番に向け国内外での気運の盛り上がりが期待されるなどの喜ばしいニュースも報道されています。

6月26日に埼玉支部の平成27年度通常総会が開催され、平成27年度事業計画が承認されました。この計画を基に埼玉支部が更に、活気のある、持続ある支部になりますように、皆様方のご協力を宜しくお願い致します。
これからも猛暑が続くことが予想されますので、水の事故、熱中症等にはくれぐれも気を付け元気でご活躍くださるようご祈念申し上げます。。
（事務局広報グループ）
ニュースの主な内容
■平成27年度通常総会開催
平成27年度通常総会が、平成27年6月26日（金）浦和コミュニティセンターにおいて開催されました。

・出席会員数は27名、委任状46名合計で73名でした（正会員数は101名）。
・来賓として、埼玉労働局労働基準部健康安全課長布施武雄様、埼玉産業保健総合支援センター副所長坂本雄二様、（一社）埼玉労働基準協会連合会専務理事蓜島明様、本部の伊藤正人様をお迎えしご挨拶を頂きました。
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・上程された議事（案）等につきましては、審議の結果原案通り可決されました。また、平成27年度事業計画（案）についても説明があり、原案通り可決されました。総会終了後は場所を移し情報交換会が開催され和やかな雰囲気の中、盛会裏な情報交換会となりました。　
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■平成27年度功績賞受賞について

　　平成27年度本部会長賞に際し、永年にわたり労働安全コンサルタントとして支部の運営の向上に多大の貢献をされたとして、会員の和田鐵男顧問が功績賞を受賞されました。
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　また、通常総会終了後の情報交換会の席上で埼玉支部からもお祝い金が贈られました。
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和田鐵男顧問から会員の皆様方にお礼の言葉を頂いておりますので、紹介致します。
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『小生はコンサルタントの登録以来30年経ちました。資格取得の動機は、当時、一般社会、企業等において安全業務担当者に対する資質等の認識、評価が薄いように実感していたからです。先ず己の業務意識の向上に努め「労働安全コンサルタント」が法的に存在することを普及すると共に関係者に対する安全業務の認識向上を図ることを目的としてきました。近年のコンサルタント会埼玉支部と入会当初の会の運営地状況を思い起こしますと正に雲泥の差があったように思います。
今回の表彰は埼玉支部の皆様方及び関係者の方々のご支援、ご協力の賜物と思っております。心より感謝申し上げます。有難うございました。』
■研修グループだより
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6月19日（金）浦和コミュニテイセンタ－において第103回研修会が開催されました。会員の椎名孝夫さんから「“個人暴露測定”について」、そして、「改訂 DVDで早わかり労働安全衛生法」は、継続講義として実施してきた「学ぼう！　労働安全衛生法」について第６章まで終了し、今回は、第７章（第６５条）から最終章まで、最新版テキスト（改訂４版　図解　よくわかる　労働安全衛生法(労働調査会）) に対応した改訂DVDによる講義を行いました。
  （研修グループ長　中澤富夫）

■業務グループだより

・7月10日現在の相談センター受付業務件数は、11件(前年同期16件)です。
・安全・衛生管理特別指導事業場関係では、3社と成約しました。（1社は前年より継続）

・埼玉産業保健総合支援センター関係では、労働衛生工学専門員（8名）に正式な委嘱状が送付
され、7月29日(水)に支援センター主催のコーディネーター・労働衛生工学専門員会議が開[image: image13.jpg]=Vl O<RY
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催されました。　

・埼玉労働局、監督署、災害防止団体等への定例訪

問を実施しました。　
　　　　　（業務グループ長　堀江成治）
■事務局だより

（1）平成27年度第1回臨時理事会が7月11日（土）に開催されました。
　　　議題は以下の通りです。詳細は支部事務所書架のファイル「議事録」をご閲覧下さい。

　　①報告事項

・埼玉産業保健総合支援センター主催の会議が7月29日開催予定
・平成27年度4～6月会計報告

・会員の北山宏幸様が退会されました。

②審議事項

・厚生労働省からの受託事業に関して

・埼玉労働災害防止団体連絡協議会について

　　　・南関東ブロック大会出席者の選定

　　次回は9月12日（土）に開催予定です。　　　
（2）埼玉労働局よりの通達（周知要請等）
文書は支部事務所の「供覧ファイル」に綴ってあります。　　　　

(3) 埼玉産業安全衛生大会が11月13日（金）市民会館うらわで開催されます。
■改正法令情報

　　（Ctrlキーを押しながら、次の文を左クリックすると見ることができます。）

　・「職場におけるメンタルヘルス対策・過重労働対策・心身両面にわたる健康づくり」に

ついて

　・「粉じん障害防止規則及びじん肺法施行規則の一部を改正する省令案要綱」の諮問と答　

申　～鋳物を製造する工程において、砂型を造型する作業にも呼吸用保護具の着用が必要になります～
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■最近の報道より

・5月23日　特急あわや正面衝突　（読売新聞９　22日午後0時20分頃、佐賀県白石町のJR長崎線肥前竜王駅で、すれ違うためホームに停車中の上り特急「かもめ20号」と同じ線路に、下りの「かもめ19号」が誤って進入、運転士が非常ブレーキをかけ、93㍍手前で停止した。乗客計約230人にけがはなかった。運輸安全委員会は事故につながりかねない「重大インシデント」と認定、調査を開始した。

・7月3日　石綿国賠償訴訟で和解　（讀賣新聞）
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国のアスベスト（石綿）規制の遅れが原因で健康被害を受けたとして石綿関連工場で働いた元従業員らが国家賠償を求めた訴訟で、大阪府東大阪市の工場で働き、中皮腫で死亡した男性の遺族と国の和解が3日、大阪地裁で成立した。厚生労働省によると、大阪、泉南地域の石綿被害を巡る集団訴訟で国の責任を認めた昨年10月の最高裁判決後、系33人が大阪、さいたま両地裁に提訴しているが、和解成立は初めて。
・7月20日　川で感電2人死亡　（讀賣新聞）

19日午後4時40分頃、静岡県西伊豆町一色で、川で人が倒れていると消防を通じ下
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田署に通報があった

40歳代の男性2人が
死亡し、5人がけがを負った。川岸にの斜面には、シカよけの電気柵（高さ約1㍍）が設置
され、電線お端が川につかっていたという。同署は、電気柵から川の水に漏電していたとみ
て調べている。
・7月27日　小型機　民家に墜落住民ら3人死亡　（讀賣新聞）
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　　26日午前10時58分頃、東京都調布市富士見町の住宅街で、近くの調布飛行場を離陸した直後に5人乗りの米パイパー社製小型飛行機「PA-46-350P」が墜落し、小型飛行機と民家が炎上した。警視庁によると、小型飛行機の操縦士を含む男性2人と、民家にいた女性1人の計5人が重軽傷を負った。警視庁は特別捜査本部を設置し、業務上過失致死傷容疑で捜査を始めた。
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次号は10月下旬頃発行予定です。皆様よりの情報提供を期待しています。
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第16回志木市民花火大会
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